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濾湊疫

鱗

湊湊舞
滋藤、濾

定例市議会

市
民
生
活
の
向
上
図
る

社
会
資
本
の
充
実
と

重
点
施
策
の
推
進

　
去
る
九
〔
ロ
か
ら
開
か
れ
て
い
る
＋
日
町
市
の
定
例
市
議
会
は
、
二
十

九
日
ま
で
の
日
程
で
昭
和
四
十
年
度
予
算
案
な
ど
二
十
三
議
案
の
審
議

に
入
り
ま
し
た
が
、
会
期
五
日
目
の
十
三
日
午
前
十
時
か
ら
、
村
山
市

長
は
四
＋
年
度
の
施
政
万
針
に
つ
い
て
、
大
要
を
つ
ぎ
の
と
お
り
述
べ

ま
し
た
。
以
下
は
そ
の
要
旨
。

　
昭
和
四
十
年
度
の
予
算
案
を
提
出

す
る
に
あ
た
り
ご
吾
市
政
に
対
す
る

所
信
を
述
べ
た
い
．

　
昨
年
九
月
魚
沼
地
域
の
総
合
開
発

計
画
を
樹
立
す
る
た
め
関
係
町
村
長

に
呼
び
か
け
魚
沼
地
域
総
合
開
発
協

議
会
を
組
織
、
目
下
計
画
も
大
詰
め

の
段
階
に
き
て
お
り
ま
す
。
十
日
町

市
の
発
展
を
期
す
に
も
将
来
関
東
圏

と
新
潟
を
結
ぶ
要
と
な
る
こ
れ
ら

関
係
町
村
と
相
互
に
連
絡
を
と
り
つ

つ
広
域
行
政
を
進
め
て
い
く
こ
と
が

一必要
な
事
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
タ

　
魚
沼
地
域
の
開
発
計
画
を
推
進
す

一
る
に
あ
た
り
、
そ
の
根
幹
と
な
る
も

の
は
、
私
が
皆
様
の
協
力
を
得
て
一

昨
年
以
来
努
力
を
し
て
お
り
ま
す
低

開
発
地
域
工
業
開
発
促
進
法
の
地
域

指
定
を
受
け
る
こ
と
＼
道
路
を
中

心
と
す
る
交
通
運
輸
機
関
の
整
備
で

あ
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

忍
嬰
農
の
＋
日
町
、
小
出
、

一
六
日
町
の
地
区
指
定
に
つ
き
ま
し
て

一
は
藁
の
企
画
部
を
忠
龍
年
以

　

一来経
済
企
画
庁
に
本
年
度
指
定
を
強

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

く
呼
び
か
け
て
参
り
ま
し
た
が
、
恐

一一
ら
く
今
定
例
議
会
の
会
期
中
に
は
内

瀧
編
灘
鶴
勃
荘

工
場
誘
置
に
対
す
る
優
遇
措
置
は
も

と
よ
り
、
道
路
交
通
、
環
境
衛
生
、

藷
七
億
八
千
八
百
万
円

　
　
　
　
　
　
投
資
的
経
費
三
十
二
％

％
）
土
木
費
八
千
九
百
十
九
万
六
千

円
、
農
林
水
産
業
費
八
千
六
百
七

十
九
万
一
千
円
の
順
と
な
っ
て
い
ま

す
。
又
投
資
的
経
費
の
主
な
も
の

は
、
教
育
費
で
は
中
条
小
学
校
改
築

（
三
百
九
＋
四
坪
）
に
約
三
千
八
百
万

円
、
十
日
晴
中
学
校
統
合
寄
宿
舎
建

設
約
一
千
二
百
万
円
、
衛
生
費
で
は

火
葬
場
建
設
事
業
に
約
一
干
万
円
、

農
林
水
産
業
費
は
農
業
構
造
改
善
事

業
に
約
四
千
万
円
、
そ
の
他
土
木
費

で
は
都
市
計
画
事
業
約
二
千
七
百
万

円
、
災
害
復
旧
費
約
一
千
八
百
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

約
東
さ
れ
、
今
後
の
地
域
発
展
に
大
等
関
係
事
業
を
重
点
的
に
予
算
計
上

い
に
役
豆
つ
も
の
と
思
い
ま
す
。
　
　
し
ま
し
た
。
な
お
市
民
の
住
み
良
い

　
　
一
方
十
日
町
市
を
交
通
面
か
ら
見
働
き
良
い
環
境
造
り
に
は
今
後
も
一

難
難
鍵
鍵
層
簾
難
度
の
嚢

講
翻
齪
紬
騨
経
鍵
舗
総
謡
塊
鐸
防
毅
鯉

　
去
る
九
日
か
ら
の
定
例
市
議
会
に

上
程
さ
れ
た
四
十
年
度
の
十
臼
町
市

一
般
会
計
才
入
、
才
出
予
算
額
は
七

億
八
千
八
百
九
十
万
円
で
、
前
年
度

の
当
初
に
比
べ
一
億
三
百
六
十
四
万

円
増
と
な
っ
て
翁
り
、
国
保
、
上
水

道
な
ど
特
別
会
計
を
含
め
る
と
十
億

一
千
八
十
五
万
七
千
円
と
な
っ
て
お

り
ま
す
．

　
一
般
会
計
の
才
出
の
う
ち
予
算
額

の
占
る
割
合
は
教
育
費
の
一
億
七
千

百
九
万
六
千
円
（
二
十
二
％
）
が
最

も
多
く
、
民
生
費
の
一
億
三
千
五
百

五
十
九
万
六
千
円
（
十
七
・
二
％
）

が
こ
れ
に
次
ぎ
以
下
総
務
費
一
億
二

千
七
十
五
万
一
千
円
（
十
五
・
三

『
向
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
着
工
線
を

十
年
間
で
完
成
し
よ
う
と
す
る
鉄
道

建
設
公
団
の
意
欲
の
現
わ
れ
で
あ
り

今
後
と
も
こ
れ
が
着
工
促
進
に
努
力

い
た
し
た
い
。

　
又
、
去
る
二
月
の
市
議
会
に
お
い

一
て
採
択
さ
れ
ま
し
た
労
働
環
境
整

備
都
市
宣
言
に
つ
き
ま
し
て
は
、
特

に
市
民
全
体
の
環
境
整
備
を
目
指

し
、
昭
和
四
十
年
度
の
予
算
に
も
市

【
営
ブ
ー
ル
の
建
設
、
火
葬
場
の
移
転

『

1
小
千
谷
線
、
直
江
津
ー
六
日
町

線
、
柏
崎
ー
若
松
線
と
三
本
の
国
道

が
交
錯
し
、
飯
山
線
が
走
り
、
北
越

線
の
着
工
が
決
定
、
関
越
自
動
車
道

の
通
過
が
予
定
さ
れ
国
県
道
の
無
雪

化
が
進
ん
で
い
る
等
将
来
十
日
町
市

の
交
通
面
の
基
幹
と
な
る
事
業
が
順

次
進
み
、
魚
沼
地
域
か
ら
交
通
不
便

の
代
名
詞
を
と
る
こ
と
も
決
し
て
夢

で
は
な
い
と
思
い
ま
す
、
特
に
北
越

線
の
将
来
は
、
鉄
道
建
設
公
団
に
お

い
て
も
異
常
な
熱
意
を
も
っ
て
こ
れ

に
取
り
組
み
、
昨
年
は
、
着
工
線
決

定
と
共
に
二
千
万
円
の
調
査
費
が
計

上
さ
れ
、
更
に
、
本
年
は
、
四
、
五

千
万
円
の
予
算
で
測
蚤
設
計
を
終

り
、
一
部
用
地
買
収
を
開
始
す
る
意

一
に
つ
き
ま
し
て
、
そ
の
基
本
的
な
考

蓼
雲
説
盟
し
上
げ
ま
す
・

　
新
年
度
は
、
国
家
財
政
、
地
方
財

政
と
も
重
要
施
策
が
山
積
し
て
い
る

に
も
か
＼
わ
ら
す
、
一
昨
年
末
以
来

の
政
府
の
経
済
引
締
基
調
に
よ
る
税

収
の
鈍
化
、
負
担
の
軽
減
合
理
化
を

目
的
と
し
た
税
法
の
改
正
等
に
よ

り
、
才
入
の
大
巾
な
増
収
が
望
め

苛
予
算
編
成
に
は
特
讐
慮
し
ま

一
し
た
、
そ
の
限
ら
れ
た
財
源
の
節
囲

内
で
健
全
財
政
を
堅
持
し
つ
N

l
、
公
共
事
業
及
び
災
害
復
旧
事
業

　
の
推
進

2
、
生
活
環
境
施
設
の
整
備
促
進

3
、
教
育
施
設
の
拡
充
強
化

4
、
産
業
の
振
興

5
、
社
会
福
祉
の
充
実
　
　
　
　
　
設
、
飛
渡
第
一
小
学
校
池
谷
分
校
の

等
、
社
会
資
本
の
充
実
を
中
心
に
予
集
会
室
を
そ
れ
ぐ
建
設
い
た
し
た

算
配
分
し
、
重
要
施
策
の
着
実
な
推
い
。
又
、
一
昨
年
よ
り
教
育
委
員
会

進
を
図
り
ま
し
た
．
　
　
　
　
　
　
を
中
心
に
進
め
て
お
り
ま
し
た
中
学

　
才
入
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
税
に
校
の
分
校
統
合
は
、
本
年
漸
く
、
十

お
い
て
、
前
年
の
八
％
約
二
千
万
円
日
町
中
学
校
大
池
分
校
及
び
軽
沢
分

増
の
二
億
七
千
六
百
万
円
を
見
込
み
校
が
本
校
に
統
合
す
る
こ
と
に
ま
と

ま
し
た
が
、
前
年
の
伸
び
率
十
六
％
ま
り
、
本
年
通
年
寄
宿
制
を
と
る
こ

か
ら
見
ま
す
と
、
八
％
減
と
伸
長
率
と
に
な
り
、
そ
の
教
育
効
果
の
向
上

は
大
巾
に
鈍
化
し
た
。
一
方
地
方
交
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
な
お
完
全
給
食

付
税
は
、
地
方
六
団
体
の
強
力
な
政
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
ま
で
に
四

治
運
動
の
結
果
、
交
付
率
を
二
十
八
　
ヵ
校
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
将

．
九
％
か
ら
二
十
九
．
五
％
に
引
上
来
義
務
制
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

げ
た
に
も
か
＼
わ
ら
す
、
前
年
当
初
る
こ
と
＼
施
設
の
効
率
的
な
運
営

に
比
し
て
二
十
％
、
実
績
額
に
比
し
を
図
る
た
め
、
学
校
単
位
の
給
食
施

琵
撰
擁
熱
纏
糎
墾
諜
罫
囎
馳
筋
劉
鰯

た
。
こ
れ
は
国
税
三
税
（
所
得
税
、
㎝
い
た
し
ま
し
た
。

法
人
税
、
酒
税
）
箆
、
不
況
に
よ
夏
に
・
嚢
の
振
興
の
う
ち
織
物

鞍
議
難
編
盤
購
轟
舳
錆
転
薇
鷺

て
、
約
四
、
虜
幸
吾
万
円
一
と
研
究
萎
結
び
、
窪
遂
に

を
見
込
み
ま
し
た
の
は
、
農
業
構
造
『
百
億
円
の
大
台
を
突
破
い
た
し
ま
し

改
善
事
業
に
よ
る
補
助
金
が
大
巾
に
一
た
が
、
今
後
更
に
ニ
ッ
ト
、
レ
ー

増
し
た
た
め
で
あ
る
・
箒
纏
ス
・
カ
ー
ペ
ッ
ト
華
の
進
出
・

お
い
て
・
圭
ハ
百
九
＋
万
累
見
麺
品
の
開
拓
・
販
路
の
嚢
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

込
み
ま
し
た
の
は
、
減
税
補
填
債
に
㎜
融
面
の
円
滑
化
、
設
備
の
近
代
化
、

よ
る
分
二
千
舌
七
去
円
と
、
教
募
の
団
地
農
等
、
織
物
産
業
2

育
費
そ
の
他
の
事
業
起
債
に
よ
る
分
再
な
麓
の
た
め
努
力
し
蘇
．
『

五
千
四
百
二
十
万
円
で
あ
り
ま
す
。
　
　
更
に
農
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
農

　
一
方
、
才
出
面
に
お
き
ま
し
て
業
基
孤
法
の
目
標
で
あ
る
。
生
産
性

嫉
重
点
施
策
遂
行
の
た
め
消
講
一
の
向
上
く
農
業
者
の
所
得
の
増
大

経
費
を
極
力
節
約
、
投
資
的
事
業
の
“
を
図
る
た
め
年
女
農
業
の
基
盤
整
備

推
進
に
努
め
た
結
果
、
投
資
的
事
業
…
を
積
極
的
に
推
進
し
て
参
り
ま
し
た
一

の
総
額
は
三
十
一
％
の
二
億
四
千
五
一
が
、
本
年
は
、
吉
田
小
泉
地
区
、
水

百
万
円
と
な
り
ま
し
た
．
　
沢
細
尾
地
区
、
水
沢
中
在
家
地
区
に
『

◎
懸
撚
響
継
続
樽
擬
酩
難
墾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

工
事
で
あ
る
中
条
小
学
校
の
老
朽
校
㎜
す
る
考
え
で
あ
り
ま
す
。
又
、
引
き
一

舎
建
設
が
、
地
元
の
協
刀
を
得
て
、
…
続
き
農
道
、
林
道
等
の
諸
事
業
も
積
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
千
九
百
万
円
で
本
年
完
成
す
る
ほ
｝
極
的
に
進
め
て
い
き
た
い
。

か
、
下
条
小
、
中
学
校
の
プ
ー
ル
新
｝
　
又
、
商
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
商

　
　
　
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
｝

年
間
百
五
億
円

　
　
　
　
　
　
　
詔
年
製
造
品
出
荷
額

　
昭
利
三
十
八
年
の
工
業
統
計
調
査

結
果
が
こ
の
程
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
本
県
の
製
造
品

出
荷
等
は
総
額
三
千
五
百
八
十
一
億

三
百
六
＋
七
万
円
、
事
業
所
数
一
万

六
千
百
八
＋
四
、
従
業
者
数
二
十
万

五
千
七
百
六
十
八
人
と
な
っ
て
お
り

本
市
の
製
造
品
出
荷
額
等
は
百
十
四

億
二
千
七
九
十
三
万
円
で
二
十
市
中

八
位
、
事
業
数
七
百
五
十
三
で
五
位

従
業
者
数
七
千
八
百
三
十
人
の
八
位

が
現
況
で
す
。
又
当
市
工
業
の
中
心

を
な
す
繊
維
工
業
（
衣
服
そ
の
他
の

繊
維
製
品
を
除
く
）
は
県
全
体
で
五

百
六
十
七
億
五
千
八
百
四
十
九
万
円

本
市
は
百
五
億
九
千
七
十
七
万
円
で

約
二
割
を
占
め
て
お
り
ま
す
。
尚
当

市
工
業
の
下
請
依
存
度
は
約
十
・
七

％
で
、
繊
維
工
業
は
約
十
一
・
一
％

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

鷲
騰
鱗
羅
難
雛
而
論
鍍
雛
謙
購

本
方
向
に
沿
い
、
経
営
の
協
業
化
、
　
額
に
つ
い
て
激
し
い
要
請
が
あ
り
ま

商
店
街
の
育
成
、
設
備
の
近
代
化
、
　
し
た
。
当
市
と
し
ま
し
て
も
昭
和
三

資
金
調
達
の
円
滑
化
等
を
推
進
し
て
十
九
年
度
は
、
前
年
の
繰
越
金
八
百

い
き
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
，
　
一
万
円
が
あ
っ
た
の
で
、
赤
字
は
ど
う

◎
次
星
饗
施
設
の
亙
箋
れ
そ
う
素
罰
＋

つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
完
成
し
ま
し
｝
年
度
は
、
一
般
会
計
よ
り
前
年
の
倍

た
し
尿
処
理
場
の
管
理
面
の
整
備
を
㎝
額
六
百
万
円
を
繰
入
れ
、
更
に
、
一

進
め
る
ほ
か
、
隣
接
地
に
火
葬
場
を
世
帯
当
り
二
千
四
百
円
の
保
険
料
を

新
設
、
霊
枢
車
を
一
台
購
入
い
た
し
値
上
げ
し
て
国
保
財
政
の
健
全
経
営

た
い
。
叉
、
高
校
生
を
含
む
青
少
年
を
図
り
た
い
。

の
健
全
な
る
育
成
を
図
る
た
め
、
市
　
又
、
直
宮
診
療
所
の
運
営
に
つ
き

民
プ
ー
ル
を
建
設
す
る
ほ
か
、
市
営
ま
し
て
は
、
川
治
診
療
所
の
廃
止
に

グ
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
は
引
続
き
整
備
一
伴
い
、
へ
き
地
医
療
が
低
下
し
な
い

を
進
め
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
一
よ
う
医
師
会
、
並
び
に
診
療
所
医
師

　
一
方
、
昭
和
四
十
一
年
に
契
約
の
の
協
力
を
得
て
経
営
の
合
理
化
を
図

期
限
が
切
れ
る
愛
晒
察
の
入
居
者
の
る
。

た
め
、
四
日
町
新
田
地
内
に
、
低
所
、
　
次
に
、
昨
年
の
夏
、
使
用
量
の
急

得
者
向
の
市
営
住
宅
を
二
十
戸
建
築
激
な
増
加
か
ら
一
時
給
水
制
限
ま
で

し
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
、
上
水
道
特
別
会
計
に
つ
き
ま

　
そ
の
他
、
交
通
安
全
対
策
費
と
し
｝
し
て
は
、
本
年
深
井
戸
に
よ
る
拡
張

て
、
昨
年
に
引
続
き
百
万
円
予
算
計
工
事
を
行
い
、
夏
季
の
需
要
に
対
処

上
し
、
交
通
事
故
を
な
く
す
べ
く
努
す
る
と
共
に
、
減
価
償
却
積
立
金
を

力
を
す
る
ほ
か
、
日
本
赤
十
字
社
よ
実
施
す
る
ほ
か
、
年
次
計
画
で
約
千

り
救
急
重
を
一
台
割
当
し
て
い
た
マ
　
ニ
百
万
円
の
赤
字
を
解
消
し
経
営
の

く
こ
と
に
決
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
健
全
化
を
推
進
し
た
い
。
そ
の
た
め

◎
次
に
、
社
会
福
祉
面
に
つ
き
ま
し
平
均
約
二
十
二
％
の
水
道
料
値
上
げ

て
は
、
国
県
の
重
点
施
策
で
も
あ
と
な
り
ま
し
た
が
一
御
了
承
願
い
た

り
、
生
活
扶
助
基
準
十
二
％
引
上
げ
い
。
な
お
、
’
水
道
会
計
の
財
政
豆
直

に
よ
り
被
保
護
世
帯
の
生
活
内
容
が
し
の
た
め
、
政
府
当
局
に
、
起
債
の

向
上
す
る
ほ
か
、
児
童
福
祉
の
充
実
償
還
年
限
延
長
等
運
動
し
て
お
り
ま

の
た
め
へ
き
地
保
育
所
の
拡
充
、
並
．
し
た
が
、
昭
和
四
十
年
度
借
入
資
金

び
に
、
市
立
保
育
所
を
増
築
、
三
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ら
若
干
の
年
限
延
長
が
認
め
ら
れ

人
の
定
昌
増
を
図
っ
た
。
そ
の
他
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
見
通
し
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
新

老
八
福
祉
の
充
実
強
化
の
た
め
そ
れ

蒲
翠
災
聾
難
端
難
騒

棄
市
道
の
新
髭
嚢
鑓
た
め
馨
計
上
し
ま
し
た
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上
、
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計

先
的
に
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
概
括
的
な
説
朋
を
申
し
上
げ
ま
し

　
以
上
、
昭
和
四
十
年
度
一
般
会
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
が
、
合
せ
て
約
十
億
一
千
万
円
の

予
算
の
合
計
額
は
、
七
億
八
千
八
百

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
型
予
算
と
な
り
ま
し
た
●
な
お
、

九
十
万
円
と
な
り
、
昭
和
三
十
九
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
後
と
も
財
政
運
営
に
つ
き
ま
し
て

度
当
初
予
算
に
比
し
て
十
五
％
、
約

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
細
心
の
注
意
を
払
い
、
健
全
財
政

一
億
四
百
万
円
の
増
加
と
な
り
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
堅
持
し
な
が
ら
明
る
く
豊
か
な
市

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
政
を
築
く
た
め
努
力
い
た
し
た
い
。

　
次
に
、
社
会
保
障
の
一
本
の
柱
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
最
後
に
公
共
事
業
関
係
に
つ
き
ま
し

糟
螺
螺
簿
聾
瓢
翻
弊
擢
讃
擁

増
加
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
本
人
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舗
装
、
橋
禦
の
架
替
、
河
川
の
改

負
担
金
分
を
軽
減
す
る
た
め
、
昭
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
修
、
砂
防
事
業
、
信
濃
川
上
流
改
修

四
十
一
年
一
月
よ
り
世
帯
全
員
の
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
業
、
治
山
事
業
等
大
巾
な
事
業
費

割
給
付
を
実
施
し
た
い
。
な
お
受
診

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
獲
得
す
べ
く
努
力
中
で
あ
り
ま

率
の
上
昇
、
医
療
費
の
値
上
げ
等
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
。
恐
ら
く
今
会
期
中
に
は
皆
さ
ま

よ
る
、
国
保
特
別
会
計
の
財
政
危
機

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
ご
報
告
で
き
る
こ
と
N
思
い
ま

突
破
の
た
め
、
全
国
の
市
町
村
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
。

い
て
も
重
大
な
関
心
を
示
し
、
先
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
惚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
％
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㍉
ラ
ジ
オ
農
業
学
校
疑
と
㍉
く
ら
し
の
く
ふ
う
疑

　
　
　
　
テ
キ
ス
ト
の
あ
つ
せ
ん

N
H
K
ラ
ジ
オ
で
放
送
し
て
い
る
”
ラ
ジ
オ
農
業
学
校
6
と
僧
く
ら

し
の
く
ふ
う
講
座
灘
の
新
年
度
の
テ
キ
ス
ト
を
あ
っ
せ
ん
し
ま
す
か

ら
希
望
者
は
三
月
二
十
五
日
ま
で
に
教
育
委
員
会
事
務
局
社
会
教
育

課
へ
申
し
こ
ん
で
下
さ
い
。

◇
ラ
ジ
オ
農
業
学
校
一
般
学
習
テ
キ
ス
ト
　
　
　
（
二
〇
〇
円
位
）

◇
ラ
ジ
オ
応
用
学
習
一
般
掌
習
テ
キ
ス
ト
　
　
　
（
＝
一
6
円
位
）

◇
く
ら
し
の
く
ふ
う
テ
キ
ス
ト
　
　
　
　
　
　
　
（
一
〇
〇
円
位
）

　
　
　
　
（
代
金
は
現
品
と
引
き
か
え
に
い
た
だ
き
ま
す
）

i
公
告
ー

　
　
　
十
日
町
市
職
員
募
集

1
、
採
用
予
定
人
員
　
　
自
動
車
運
転
手
　
男
子
一
名

応
募
資
格

　
　
①
普
通
自
動
車
免
許
取
得
者
で
年
令
三
十
才
未
満
の
者

　
　
②
市
内
に
居
住
し
て
い
る
者

2
、
欠
格
事
項

　
　
①
日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
者

　
　
②
禁
治
産
者
及
び
準
禁
治
産
者

　
　
③
禁
繭
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
る
ま
で
又
は

辰，不未創躍
o罐
　
一
ノ

　
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま

で
の
者
．

④
日
本
国
憲
法
施
行
の
日
以
後
に
お
い
て
、

　
日
本
国
憲
法
ま
た
は
そ
の
下
に
成
立
し
た

　
政
府
を
暴
力
で
破
壊
す
る
こ
と
を
主
張
す

　
る
政
党
そ
の
他
の
団
体
を
結
成
し
ま
た
は

　
こ
れ
に
加
入
し
た
者
。

3
、
採
用
期
日

．
照
湘
四
十
年
四
月
一
日
か
ら
六
ヵ
月
の
試

用
期
間

4
、
給
与

　
　
初
任
給
は

　
　
　
　
　
中
学
卒
　
一
万
三
千
円

　
　
こ
の
ほ
か
扶
養
手
当
、
通
勤
手
当
、
勤
務
手
当
、
期
未
手
当
等

　
　
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

5
、
応
募
手
続

　
　
申
込
書
に
身
上
調
書
、
履
歴
書
及
び
及
び
学
業
成
績
証
明
書
を

　
　
添
え
て
、
十
日
町
公
共
職
業
安
定
所
叉
は
十
日
町
市
役
所
市
長

　
　
室
へ
申
し
込
み
下
さ
い
。

6
、
受
付
期
間

　
　
昭
和
四
十
年
三
月
十
五
日
か
ら
同
月
二
十
三
日
ま
で
。

7
、
採
用
試
験
期
日
及
び
場
所

　
　
昭
和
四
十
年
三
月
二
十
七
日
午
後
二
時
集
合
、
二
時
三
十
分
よ

　
　
り
試
験
、
十
日
町
市
役
所
会
議
室

8
、
試
験
の
方
法

　
　
□
述
試
験
　
主
と
し
て
八
物
に
つ
い
て
面
接
を
行
な
い
ま
す
．

9
、
発
表

　
　
昭
和
四
十
年
三
月
二
十
九
日
ま
で
に
市
役
所
前
掲
示
板
に
掲
示

　
　
す
る
ほ
か
、
合
格
者
に
通
知
し
ま
す
。

◎
不
明
の
点
は
、
市
役
所
市
長
室
又
は
十
日
町
公
共
職
業
安
定
所
に

　
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

◎
当
日
受
験
者
は
上
履
を
持
参
し
て
下
さ
い
。
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安
全
な
行
き
帰
り
が
で
き
る
よ
う

　
　
　
　
新
入
学
入
園
児
を
交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う

、
最
近
交
通
戦
争
と
い
う
言
葉
が
使

わ
れ
る
ほ
ど
日
本
の
交
通
事
情
は
大

き
な
戦
争
の
な
か
に
巻
き
込
ま
れ
て

い
ま
す
。

　
　
こ
と
し
の
閣
議
で
佐
藤
首
相
も

　
「
人
間
尊
重
の
立
場
か
ら
解
決
を
図

ら
ね
ぱ
な
ら
な
い
」
と
発
言
し
て
お

り
ま
す
。
最
近
の
交
通
事
故
は
大
都

市
か
ら
地
方
都
市
の
発
生
が
目
立
っ

て
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
去
る
二
月
二
十
四
日
薪
潟
市
医
師

会
舘
で
開
か
れ
た
市
町
村
広
報
担
当

者
会
議
の
席
上
県
警
察
本
部
佐
た
木

交
通
企
画
課
次
長
は
昭
和
三
十
九
年

に
お
け
る
県
下
の
交
通
事
故
発
生
状

、

擁
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
語
り
、

特
に
新
入
学
、
入
園
時
期
を
控
え
て

よ
い
子
た
ち
を
交
通
事
故
か
ら
守
る

た
め
各
市
町
村
の
協
力
を
呼
び
か
け

て
お
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
ま
す

と
発
生
件
数
八
千
三
百
四
十
五
件
、

死
者
二
百
四
十
三
名
、
負
傷
者
六
千

五
百
四
十
四
人
で
前
年
同
期
に
比
ぺ

る
と
件
数
十
五
・
五
％
、
死
者
二
十

四
・
六
％
、
、
死
傷
者
で
は
十
六
・
四

％
と
い
す
れ
も
大
巾
な
増
加
を
示
し

蛎
繁
服
騨
誌
錨
劉
墾

示
す
も
の
と
予
響
れ
て
い
ま
餐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

こ
の
よ
う
な
状
態
で
は
警
察
で
い
く
一

叢
轡
を
強
化
し
て
藤
墾

羅
糠
継
鑑

故
は
減
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
一

前
も
申
し
ま
し
た
よ
う
に
四
月
に
入
一

る
と
雪
も
消
え
て
自
動
函
が
多
く
出

回
り
例
年
事
故
の
発
生
が
多
く
な
る

季
節
で
あ
り
同
時
に
新
入
学
、
入
園

時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ

ど
も
た
ち
を
持
つ
ご
家
庭
で
は
交
通

事
故
と
い
う
心
配
が
第
一
で
あ
ろ
う

か
と
思
い
ま
す
が
、
交
通
安
全
に
対

ま
す
。
そ
こ
で
こ
と
し
は
入
学
、
入

園
前
に
こ
ど
も
と
い
っ
し
ょ
に
学
校

な
り
、
幼
稚
園
、
保
育
所
へ
付
添
っ

て
行
き
危
険
な
場
所
を
教
え
、
安
全

な
行
き
帰
り
が
で
き
る
よ
う
訓
練
す

維
鷹
難
鵬
墨
綾
緻
醐
鷲
籍
超

新
年
度
か
ら

課
税
方
式
が
変
り
ま
す

　
現
行
の
課
税
方
法
に
は
た
だ
し
書

方
式
と
本
文
方
式
の
二
つ
が
あ
り
、

全
国
の
市
町
村
の
う
ち
八
割
ま
で
が

た
だ
し
書
方
式
で
あ
り
、
こ
の
た
だ

し
書
方
式
は
市
町
村
の
財
政
状
況
に

よ
り
各
市
町
村
間
に
・
、
入
巾
な
税
負
担
、

の
差
が
あ
っ
た
た
め
、
今
回
の
改
正

に
よ
り
全
国
市
町
村
の
万
式
を
本
文

　
　
　
　
　
　
　
が

方
式
に
統
一
し
て
市
町
村
周
の
税
負

担
の
差
を
制
限
す
る
こ
と
に
な
っ
た

の
で
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
現
行

準
拠
税
率
を
改
め
、
標
準
税
率
と
し

そ
の
一
・
五
倍
以
上
は
定
め
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
っ
た
の
で
あ
り
ま

す
。
　
十
日
町
市
で
は
先
月
の
議
会
で
標

準
税
率
の
一
・
四
倍
に
議
決
さ
れ
ま

し
た
。
　
（
県
下
各
市
で
は
ほ
と
ん
ど

一
・
五
倍
）
し
た
が
い
ま
し
て
本
文

方
式
移
行
に
と
も
な
い
次
の
よ
う
改

め
ら
れ
ま
し
た
。

1
、
勤
労
控
除
（
給
与
所
得
者
の
み
）

　
現
行
二
五
％
が
二
〇
％
控
除

2
、
所
得
控
除

　
雑
損
控
除
、
医
療
費
控
除
、
社
会

　
保
険
料
控
除
、
生
命
保
険
料
控
除

　
（
限
度
二
二
、
五
〇
〇
円
）
扶
養

　
除
（
普
通
の
場
合
一
人
目
七
万
円

　
二
人
目
以
下
一
人
に
つ
い
て
三
万
．

　
円
）
基
礎
控
除
（
九
万
円
）
を
控

　
除
し
ま
す
が
、
所
得
税
で
適
用
さ
、

　
れ
る
損
害
控
除
配
偶
者
控
除
は
適

用
さ
れ
ま
せ
ん
。

3
、
税
額
控
除

　
①
納
税
者
が
老
年
者
（
六
十
五
才

　
以
上
）
か
婦
、
障
害
者
の
場
合

　
千
円
、
扶
養
者
に
障
害
者
が
あ
る

　
場
合
一
人
に
つ
い
て
千
円
を
税
額

控
除
し
ま
す
。

②
配
当
控
除

　
株
式
等
の
配
当
に
つ
い
て
は
、
配

　
当
金
額
の
百
分
の
三
、
証
券
投
資
…

　
信
託
の
収
益
の
分
配
に
つ
い
て
は

　
百
分
の
一
・
五
を
税
額
控
除
し
ま

す
。

4
、
専
従
者
に
つ
い
て

　
①
青
色
事
業
専
従
者
給
与
の
限
度

額
八
万
円

　
②
臼
色
事
業
専
従
者
控
除
額
限
度

　
額
五
万
円
を
経
費
と
し
て
控
除
し

ま
す
。

5
、
申
告
し
な
い
場
合
の
不
刹
益
に

つ
い
て
．

　
申
告
書
を
提
出
期
限
（
三
月
二
十

　
日
）
ま
で
に
提
出
さ
れ
ま
せ
ん
と

諸
控
除
が
差
引
か
れ
な
い
の
で
、

期
限
ま
で
に
ぜ
ひ
正
確
な
申
告
を

さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
不
明
な
点
に
つ
い
て
は
、

　
税
務
課
市
民
税
係
（
電
三
一
一
一

　
番
）
に
お
尋
ね
下
さ
い
。

6
、
事
業
税
の
申
告
期
限
も
三
月
二

　
十
日
ま
で
で
す
の
で
該
当
者
は
お

　
忘
れ
な
く
十
日
町
財
務
事
務
所
に

　
申
告
し
て
下
さ
い
。

納
期
を
四
期
制
に

　
　
　
　
　
固
定
資
産
税

　
昭
和
四
十
年
度
か
ら
市
税
の
納
期

が
別
表
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま
し

た
。
。
法
律
が
定
め
て
い
る
標
準
納

期
は
四
期
で
あ
り
ま
し
て
、
県
当
局

か
ら
も
四
期
制
に
す
る
よ
う
要
請
が

あ
り
こ
の
た
び
四
期
制
に
改
め
、
あ

わ
せ
て
県
市
民
税
の
納
期
も
改
め
ま

し
た
も
の
で
、
ご
理
解
の
う
え
納
期

内
納
税
に
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

検
針
、

集
金
業
務
を
委
託

　
　
　
　
　
　
　
　
市
水
道
課

翫
耀
維
蟻
惣

金
業
務
の
険
討
を
進
め
て
き
ま
し
た

が
、
新
年
度
か
ら
検
針
、
集
金
を
私

人
に
委
託
す
る
こ
と
に
よ
り
極
力
需

要
家
の
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
四
月
一
日
か
ら
検
針
、
集
金
の
日

国
民
年
金
保
険
料
控
除
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
亡
心
れ
な
く

　
三
月
は
所
得
税
、
住
民
税
（
県
、
　
し
て
下
さ
い
。

市
民
税
）
の
申
告
時
期
と
な
っ
て
お
　
　
満
二
＋
才
よ
り
三
十
、
五
才
未
満
一

り
ま
す
。
三
十
九
年
中
に
納
め
た
国
ヵ
年
一
人
に
付
き
千
二
百
円
、
満
三

民
年
金
保
険
料
は
全
額
控
除
の
対
象
十
五
才
以
上
一
ヵ
年
一
人
に
付
き
千

に
な
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
す
に
申
告
・
八
百
円
。

皇
己
“
■
■
「
』
■
『
業
“
5
き
§
、
臨
■
貢
“
き
旨
S
器
慧

　
九
日
（
第
一
日
目
）

　
．
午
前
十
時
開
会
、
さ
き
の
臨
時
会

で
委
員
会
付
託
と
な
っ
て
い
た
高
山

踏
切
り
存
置
請
願
な
ど
を
継
続
審
議

と
し
た
あ
と
、
市
政
事
務
嘱
託
員
設

置
条
例
の
一
部
改
正
案
な
ど
六
議
案

を
総
務
財
政
委
員
会
に
付
託
、
鉄
道

債
券
の
処
分
な
ど
三
件
を
原
案
ど
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

△
議
案
処
理
の
結
果

◎
市
政
事
務
嘱
託
員
設
置
条
例
の
一

部
改
正

◎
市
咽
般
職
員
の
給
与
支
給
に
関
す

　
る
条
例
等
の
一
部
改
正

◎
市
公
民
舘
及
び
そ
の
飽
社
会
教
育

　
施
設
の
使
用
条
例
改
正

◎
市
上
水
道
条
例
の
一
部
改
正

◎
青
年
学
級
の
開
設
　
　
　
　
可
決

◎
鉄
道
債
券
の
処
分
　
　
　
　
可
決

◎
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の
委

員
選
任
　
　
　
　
　
　
可
決

者

曇

恐
諏

撫
縷

働
皿
、

　
一

◎
市
馬
水
簡
易
水
道
条
例

◎
市
馬
水
簡
易
水
道
特
別
会
計
条
例

　
以
上
六
件
を
総
務
財
政
委
員
会
に

付
託

　
十
日
（
第
二
日
目
）

　
午
前
十
時
開
会
、
昭
和
三
十
九
年

度
市
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
四
件

を
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
の
ち
、
市

　
　
　
　
　
　
“
麺
髄
嘱
雪

道
（
下
条
地
区
）
の
廃
止
と
認
定
に

っ
い
て
建
設
委
員
会
に
付
託
し
ま
し

た
。△
議
案
処
理
の
結
果

◎
三
十
九
年
度
市
一
般
会
計
補
正
予

算
　
　
　
　
　
　
　
　
可
決

◎
三
十
九
葎
度
市
国
保
特
別
会
計
事
、

　
業
勘
定
補
正
予
算
　
　
　
　
酊
決

◎
三
十
九
年
度
市
国
保
直
営
診
療
所

　
施
設
勘
定
補
正
予
算
　
　
　
可
決

◎
三
十
九
年
度
市
上
水
道
特
別
会
計

補
正
予
算
　
　
　
　
　
可
決

程
を
お
お
む
ね
次
の
と
お
り
定
め
て

需
要
家
を
訪
問
し
ま
す
の
で
、
メ
ー

タ
ー
上
の
障
害
物
の
除
去
、
使
用
料

の
納
入
等
の
配
慮
を
水
道
課
で
は
望

ん
で
い
ま
す
。

　
な
お
近
い
将
来
に
は
各
町
内
毎
に

検
針
日
、
集
金
日
を
定
め
納
入
の
便

宜
を
は
か
る
よ
う
検
討
し
て
い
ま

す
。△
検
針
日

〔
一
日
〕

　
川
治
上
町
、
谷
内
冊
、
川
治
中
町

　
川
治
下
町
第
三
、
川
治
内
後
、
高

　
山
第
六
、
．
高
山
第
七
、
高
山
第
二

本
町
四
丁
目
、
本
町
五
丁
目
、
本

町
六
丁
目
一
一

〔
二
日
〕

川
治
下
町
第
一
、
川
治
下
町
第
二

山
本
町
一
丁
目
、
山
本
町
二
丁
目

高
山
第
三
、
高
山
第
四
、
高
田
町

五
丁
目
、
島
、
稲
荷
町
三
丁
目
、

稲
荷
町
四
丁
目

　
〔
三
日
〕

山
本
町
三
丁
目
、
山
本
町
四
丁
目

山
本
町
五
丁
目
、
本
町
一
丁
目
上

本
町
東
一
丁
目
、
高
山
第
一
、
春

日
町
一
丁
目
、
春
日
町
二
丁
目
、

春
日
町
三
丁
目
、
本
町
六
丁
目
て

八
幡
田
町

〔
四
日
〕

本
町
西
一
丁
目
、
昭
和
町
一
丁
目

栄
町
、
高
田
町
三
丁
目
、
高
田
町

四
丁
目
、
田
川
町
一
丁
目
、
田
川

町
二
丁
目
、
田
川
町
三
丁
目

〔
五
日
〕

本
町
一
丁
目
下
、
本
町
二
丁
目
、

袋
酊
東
、
袋
町
甲
、
袋
酊
西
、
高

田
町
一
丁
目
高
田
町
二
丁
目
、
七

軒
町
、
西
寺
町
新
座
第
一
、
新
座

第
二
、
新
座
第
四

〔
六
日
〕

宮
下
町
西
、
宮
下
町
東
、
諏
訪
町

神
明
町
、
本
町
三
丁
目
、
昭
和
町

二
丁
目
、
泉
町
、
昭
和
町
三
丁
目

加
賀
糸
屋
町
、
新
座
第
三
、
新
座

第
五
、
四
日
町
新
田
第
三

〔
七
日
〕

水
野
町
、
学
校
町
、
川
原
町
、
田

中
町
東
、
西
浦
町
西
、
昭
和
町
四

丁
目
、
旭
町
、
稲
荷
町
二
丁
目
、

四
日
町
新
田
第
一
、
四
日
町
．
新
田

第
二
、
四
日
町
第
一
、
四
日
町
第
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弘

一
一
、

三
月
分
国
民
年
金
保
険
料

　
　
　
　
1
ー
期
限
内
納
入
を
ー

『
　
昭
和
三
十
九
年
度
の
二
、
三
月
分

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
書
及
び
、

未
納
さ
れ
て
い
る
人
に
催
告
状
が
年

金
徴
収
員
の
方
を
通
じ
配
付
さ
れ
た

こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
今
月
は
年
度

末
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
一
人
の

未
納
者
も
な
く
納
入
さ
れ
る
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
す
で
に
母
子
年

金
三
†
名
、
障
害
年
金
三
名
、
遺
児

年
金
三
名
計
三
十
六
名
の
方
が
年
金

を
受
け
ら
れ
て
お
り
、
死
亡
一
時
金

は
二
十
二
名
の
方
に
友
給
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
せ
っ
か
く
国
民
年
金
に
加

入
し
て
も
未
納
が
あ
る
と
事
故
（
死

亡
、
障
害
等
）
が
あ
っ
た
場
合
、
国

民
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
せ

ん
か
ら
未
納
の
な
い
よ
う
に
願
い
ま

す
。

　
尚
保
検
料
を
未
納
し
て
お
り
免
除

を
申
請
す
れ
ぱ
、
免
除
を
受
け
ら
れ

る
資
格
の
人
（
五
人
家
族
で
年
所
得

額
十
六
万
四
以
下
、
固
定
資
産
評
価

額
二
＋
万
円
以
下
）
で
ま
だ
免
除
申

請
の
手
続
き
が
す
ん
で
お
ら
な
い
人

は
国
民
年
金
手
帳
及
び
印
鑑
を
持
参

の
う
え
市
民
課
国
民
年
金
係
へ
至
急

手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

　
　
　
　

（
声
）

　
　
　
　

【
問
】
市
政
事
務
嘱
託
員
の
仕

事
に
つ
い
て
お
伺
い
致
し
ま
す
。

　
私
の
町
内
で
は
班
長
と
い
う
名

の
も
と
に
何
人
か
無
報
酬
で
嘱
託

員
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
他
の
町
内
で
は
班
長
な

ど
な
い
町
内
が
い
く
つ
も
あ
る
と

聞
き
ま
す
が
そ
れ
が
本
当
な
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
多
少
な
り

と
も
お
手
当
を
戴
い
て
い
る
の
で

す
か
ら
新
年
度
よ
り
は
っ
き
り
統

一
し
て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
が
、
ご
調
査
、
ご
研
究
の
ほ
ど

お
願
い
し
ま
す
。
　
　
（
一
市
民
）

【
答
】

　
市
政
事
務
嘱
託
員
は
区
域
内
住

民
代
表
し
、
市
役
所
事
務
の
一
部
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
絵

を
補
助
協
力
し
市
自
治
行
政
の
円
人

滑
な
運
営
を
は
か
る
（
嘱
託
員
設
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遍

置
条
例
第
六
条
）
た
め
に
委
嘱
さ
　
　
　
一

れ
て
い
ま
す
。
班
長
（
ま
た
は
組

長
）
に
つ
い
て
は
市
の
規
定
は
あ
儲
　
市
内
川
原
町
の
来
迎
寺
に
は
「
一

雛
礁
蟹
罐
難
講
鱗
ハ
　

　
糠
灘
灘
蹴
㎜　
“
∞
　
　

　
　
　
　
　
　
　
（
市
庶
務
課
）
、
灘
灘
讐

座
第
三
、
新
座
第
四
　
…
…
た
の
で
す
が
、
九
州
太
宰
府
で
長
く

宮
下
町
西
、
宮
下
町
東
、
鍍
修
行
し
た
の
ち
、
婁
旅
し
て
仏

・
　
輔
噸
新
座
㎜
縫
馨
舗

　
　
潮
　
藷
⑦

巾
若
宮
町
、
田
中
町
本
通
り
、
西

浦
町
東
、
西
浦
町
西
、
昭
和
町
四

丁
目
、
尾
崎
、
四
日
町
第
三

入
巻
の
絵
緑
起

　
　
　
　
　
　
来
迎
寺
の
宝
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
疑
で
隣
の
人
を
の
ぞ
き
こ
ん
で
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
顔
。
晴
れ
ば
れ
し
た
気
持
を
身
体
い

一
一

〔
八
日
〕

巾
若
宮
町
、
田
中
町
西
、
田
中
町

本
通
り
、
関
口
樋
口
町
、
駅
通
り

西
浦
町
東
、
稲
荷
町
一
丁
目
、
四

日
町
第
三
、
四
日
町
第
四
、
尾
崎

△
集
金
日

〔
十
二
日
～
十
四
日
〕

川
治
上
町
、
川
治
中
町
、
川
治
内

後
、
川
治
下
町
第
二
、
高
山
第
六

高
山
第
七
、
稲
荷
町
三
丁
目

谷
内
丑
、
川
治
下
町
第
三
、
高
山

第
一
、
高
山
二
第
、
高
山
第
三
、

高
山
第
四
、

稲
荷
町
四
丁
目
、
八
幡
田
町

川
治
下
町
第
一
、
山
本
町
一
丁
目

高
田
町
五
丁
目
、
島
、
本
町
四
丁

目
、
本
町
五
丁
目

〔
十
六
日
～
十
八
日
〕

山
本
町
二
丁
目
、
山
本
町
三
丁
目

山
本
町
四
丁
目
、
山
本
町
五
丁
目

高
山
第
一
、
春
目
町
二
丁
目
、
春

日
町
三
丁
目
、
本
町
六
丁
目
一

本
町
東
一
丁
目
、
本
町
一
丁
目

下
、
本
町
西
一
丁
目
、
春
日
町
一

丁
目
、
高
田
町
四
丁
目
、
本
町
六

丁
目
二
、
田
川
町
一
丁
目

昭
和
町
一
丁
目
、
袋
町
．
西
、
高
田

町
三
丁
目
、
田
川
町
二
丁
目
、
田

川
町
三
丁
目

〔
二
十
日
～
二
十
二
日
〕

本
町
一
丁
目
上
、
本
町
二
丁
目
、

本
町
三
丁
目
、
西
寺
町
、
七
軒
町

高
田
町
一
丁
目
、
新
座
第
一
、
新

座
第
一
一

袋
町
東
、
袋
町
中
、
栄
町
、
高
田

町
二
丁
目
、
昭
和
町
三
丁
目
、
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
難
灘
鰭
鎌

（
馨
灘
　
簿
聡
鷹
義

　
　
　
び
感
想
を
綴
っ
た
も
の
で
㎜
…
の
他
阿
上
八
の
業
績
も
加
菱
絵

　
　
　
「
論
文
」
　
「
作
文
」
　
「
日
協

　
　
　
記
」
「
詩
」
な
ど
・
　
…
…
起
（
え
え
ん
ぎ
）
の
二
種
が
あ
り
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
す
。
来
迎
寺
に
あ
る
の
は
後
者
の
絵

（
ロ
）
字
数
　
四
〇
〇
字
詰
原
稿
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
皿
縁
起
に
属
す
る
模
写
本
で
、
原
本
は

　
　
　
紙
五
枚
以
内
　
　
　
　
協

（
ハ
）
締
切
三
旱
呈
日
㎜
…
本
山
の
蘂
寺
に
あ
っ
て
国
宝
と

　
　
　
消
印
有
効
）
ま
で
に
十
日
町
…
…
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
惜
し
い
こ
と

市
辰
甲
八
。
八
番
地
＋
日
町
㎜
㎜
に
明
治
四
＋
四
年
の
火
災
で
焼
失
し

市
公
民
舘
あ
て
送
付
の
こ
…
㎜
て
糞
叫
新
嚢

　
　
　
と
．
　
　
　
　
　
川
…

　
　
i
　
　
　
　
－
－
　
　
　
　
・
”
さ
と
内
容
の
立
派
さ
に
は
変
り
が
あ

寄
附
あ
り
が
と
う
　
…
万
ま
せ
ん
。
美
し
い
彩
色
は
そ
の
ま

　
市
内
神
明
町
庭
野
九
一
さ
ん
ハ
四
六
）
…
…
ま
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
し
、
描
か
れ

H
医
師
H
は
六
日
同
氏
の
故
母
ミ
ツ
…
…
て
い
る
多
く
の
人
物
な
ど
ひ
と
り
と

さ
ん
の
香
典
返
し
に
一
万
円
を
、
又
㎜
…
し
て
同
じ
顔
か
た
ち
を
し
て
い
る
も

十
目
町
高
校
一
年
B
組
は
二
千
二
百
協
の
が
な
い
と
い
わ
れ
る
く
ら
い
で
す

四
十
五
円
を
い
す
れ
も
社
会
福
祉
事
…
…
悩
ん
で
い
る
顔
、
考
え
て
い
る
顔
、

務
所
に
寄
附
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
鵠
上
八
の
教
え
を
聞
き
な
が
ら
半
心
半

っ
ぱ
い
に
あ
ら
わ
し
て
上
人
を
送
っ

て
い
る
人
た
ち
ー
と
く
に
当
時
の

下
層
生
活
の
姿
が
克
明
に
描
か
れ
て

い
ま
す
。
服
装
史
の
う
え
で
も
大
切

な
資
料
と
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
各
地
の
風
景
や
社
寺

の
よ
う
す
、
旅
風
俗
、
生
活
な
ど
詩

情
に
富
ん
だ
内
容
が
つ
づ
き
、
こ
の

頃
伝
え
ら
れ
た
床
画
の
手
法
も
と
り

い
れ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
。

　
こ
の
絵
巻
は
、
以
前
東
京
神
田
の

荏
原
某
氏
の
所
有
で
し
た
が
「
開
く

と
目
が
つ
ぶ
れ
る
」
と
伝
え
ら
れ
て

い
た
も
の
を
、
大
正
末
年
に
偶
然
そ

の
内
容
を
知
り
一
躍
問
題
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
話
を
聞
い
た
市
内
島
田

金
一
郎
さ
ん
が
大
き
く
力
を
寄
せ
、

幸
い
に
も
ゆ
か
り
あ
る
来
迎
寺
の
宝

物
と
な
っ
た
わ
け
で
す
。

　
巻
物
に
な
っ
て
い
て
、
ひ
ろ
げ
る

と
一
巻
が
約
十
厨
も
の
長
さ
に
な
り

ま
す
。
現
任
八
巻
が
所
蔵
さ
れ
て
い

ま
す
（
全
十
巻
の
う
ち
二
巻
が
欠
け

て
い
る
）
。

　
絵
の
傍
に
は
説
明
文
が
あ
っ
て
そ

の
内
容
を
知
ら
せ
て
く
れ
ま
す
が
、

と
く
に
第
八
巻
に
は
興
味
あ
る
部
分

が
あ
り
ま
す
。
一
遍
上
人
の
弟
子
で

あ
る
他
阿
上
人
が
、
正
応
六
年
（
一

二
九
三
）
に
越
後
国
波
多
岐
庄
（
い

ま
の
十
日
町
市
中
魚
沼
郡
一
帯
）
を

旅
し
た
と
こ
ろ
、
中
条
七
郎
蔵
人
と

い
う
信
心
深
い
も
の
に
逢
っ
た
と
い

う
話
で
す
。
七
郎
蔵
八
は
篤
く
他
阿

上
人
に
帰
依
し
、
正
し
く
身
を
保
っ

て
亡
く
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
往
生

す
る
と
き
に
は
御
光
を
発
し
た
り
す

る
不
思
議
な
こ
と
が
起
り
、
火
葬
し

た
ら
舎
利
を
生
じ
た
と
い
い
ま
す
。

こ
の
話
か
ら
、
当
時
の
来
迎
寺
は
市

内
中
条
の
島
に
あ
り
、
七
郎
蔵
人
は

こ
の
地
万
の
名
門
で
あ
っ
た
こ
と
な

ど
が
想
像
さ
れ
ま
す
。

　
七
郎
蔵
人
の
子
孫
は
、
現
在
鮫
阜

市
に
住
ん
で
い
る
岩
田
豊
秒
氏
で
、

い
ま
の
中
条
地
区
に
多
い
岩
田
氏
と

関
係
が
深
い
も
の
で
す
。

　
　
　
（
市
社
教
課
長
上
村
政
基
）

　
昨
年
六
月
以
来
連
載
し
て
き
ま
し

た
「
史
蹟
と
文
化
財
」
は
今
月
を
も

っ
て
終
り
ま
す
。

　
【
写
真
向
っ
て
左
は
一
遍
上
人
絵

巻
を
説
明
す
る
小
林
公
民
舘
長
右
は

中
条
の
部
分
が
か
か
れ
て
あ
る
絵

巻
】

凝
灘
轡

　
　
　
　
側
瀬
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
唖

　
　
　
　
　
　
麻
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